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巻頭言   「オリンピックなどから考えたこと」 
                           県北教育事務所長 長谷川 浩文 

今年、１年遅れの東京オリンピック・パラリンピ

ックが開催され、福島市でもソフトボールと野球が

行われた。前の東京オリンピックは私が生まれた昭

和３９年（１９６４年）に開催されたので、今年は

５７年ぶりの東京での開催だった。（ちなみにその

年の６月には、新潟地震が起きている。）昭和と令

和の東京オリンピックを比べると、開会式から時代

の流れを感じる。また指導者のあり方も当然変わっ

ているが、特に今回の東京オリンピックで私は３人

の監督やコーチについて考えさせられた。１人目は

女子バスケのトムヘッドコーチ。日本語で、自分の

言葉で選手に思いを伝え見事な結果を残した。２人

目は、柔道の井上康生監督。データ分析や意識改革

を進め、大きな成果をあげた。そして３人目は、ス

ケートボードの早川コーチ。中学生など若い選手に

どんなアドバイスをしてメダルに結びつけたのか想

像できない。 

さて、今年もたくさんの学校を訪問し、県北らし

いすばらしい授業を昨年以上に拝見した。その中で

もベテランの先生方が、予想以上にタブレット等を

活用している姿に驚かされ、指導技術がどんどん変 

 化、向上していると実感した。 

私は、春の域内校長会議の際に、「オープンシェ

ア革命」の話をした。それは、ダルビッシュ有投手

や青山学院大学の陸上競技部が、変化球の投げ方や

トレーニングの方法を一般公開し、そこから他の選

手たちが技術を学び、さらに進化した技術を学ぶと

いう好循環ができているというものである。 

学校でも研究授業のような改まった場だけでなく

互見授業や職員室での話題などで、先生方が持って

いる指導技術を今以上に、積極的に「オープンシェ

ア」することによって、その学校の指導力はさらに

伸びていくのではないかと思う。例えば、先ほど述

べたタブレット等の活用でも「こんな方法が効果的

だった。」「これは失敗だった。」という話をベテ

ランから若手まで何気なくできる雰囲気が、ＩＣＴ

の活用の広がりにつながっていくのではないか。 

また、お互いに授業について、自由闊達に、向上

心を持って何でも言い合える雰囲気の職員室こそ、

本当の意味での風通しのよい職員室なのではなかろ

うか。県北の学校の職員室がそんな雰囲気になるこ

とをこれからも期待したい。 
 

標記の重点目標を掲げ、今年度がスタートし、折

り返しを迎えました。現在のところ、重点目標を達

成している状況にあります。これまでの各校の取組

のおかげです。心より感謝申し上げます。 

 

しかしながら、報告された学校・教職員事故等の

中には、未然に防ぐことができたと思われるものや

大事故につながりかねない事案が散見され、普段の

勤務の様子、場合によっては個人の趣味・嗜好等を

見直すことが必要と思われます。「このままでよい

のだろうか」と思いながら、そのままにしてきたこ

とはないでしょうか。１０月４日付け「教職員の不

祥事防止について（依頼）」を活用して、不祥事の

未然防止を図るためにできることを見つけてみまし

ょう。 

 例えば…、 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 今後も信頼される学校で、子どもたちが健やかに

成長することを願っています。 

教育広報 

◆「懲戒処分ゼロ、学校・教職員事故等の減少を目指して」～教育は信頼の上に成り立つ～
◆ 

 

見出し 
＜普段の勤務の様子から＞ 

□ 集金した公金を即日に口座入金するなど、処
理を適切に行い、徴収金のすべてを管理職が把
握していますか。 

□ 個人情報や重要文書等を職員室の机上などに
声をかけずに置きっぱなしにすることはありま
せんか。 
＜個人の性格、趣味・嗜好から＞ 

□ 自分が起こす可能性がある不祥事を自分の性
格や趣味・嗜好から考えたことがありますか。 

□ 「これをしたら（言ったら）どうなる」という
想像力を膨らませ、自分の言動にブレーキをか
ける術をもっていますか。 
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 今年度の県北地区

の家庭教育のテーマ

は「メディア（SNS）

コントロールの在り

方について」です。 

 学校関係者、PTA、

企業、警察関係者等

様々な立場の構成員により上記のテーマを協議する 

「家庭教育推進県北ブロック会議」を、7月8日（木）に

福島県教育会館で実施しました。 

 スマホやオンラインゲームの普及により、家庭内で

は、「一緒にいる時間が増えたにもかかわらず親子の

会話がない。」「スマホ育児が一般的になってきてい

る。」等の問題が深刻化していることが明らかになり

ました。このことから、「メディアコントロール」と「親

子のコミュニケーション」を家庭教育の両輪として捉

えるべきであるという考えに至りました。 

協議から見えてきた課題に沿った内容で、家庭教

育関連事業を展開し、県北域内の家庭教育のさらな

る充実を目指していきます。 

  １０月７日（木）福島市吾妻学習センターで「地

域学校協働研修会（放課後子ども教室の部）」を開

催し、県北域内の放課後子ども教室スタッフや放課

後児童クラブ関係者、各市町村行政担当者計３０名

が参加しました。 

福島県学校教育相談員山本和宏氏より、「気になる

子どもの理解と対応について」と題して効果的な対応

のポイントや上手なほめ方・叱り方などについて講

演していただきました。 

また、特定非営利活動法人ビーンズふくしま理事長

若月ちよ氏を講師に、日々の子どもとの関わりの中

で共感や受容を大切にすることを目指した「気持ちを

『聴く』ワーク」の演習を行いました。 

参加者の感想の中には、「現場で他のスタッフと共

有し、研修内容を生

かしていきたい。」

「今後の魅力的な放

課後づくりの参考に

したい。」といった声

がありました。 

 学校訪問等で参観した授業で、効果的だった教師

の発問やコーディネート、まとめや振り返りの様子

などをホームページ上で紹介しています。 

 ぜひご覧いただき、様々なアイディアや効果的な

指導方法を共有し、今後の授業改善のヒントにして

いただきたいと思います。 

現在掲載されているレシピの対象学年、教科等、

タイトルは、以下の７つです。 

○レシピ＃００１（中学年 外国語活動） 

 「望ましい人間関係を基盤とした授業づくり」 

○レシピ＃００２（認定こども園 年長児保育） 

 「子どもが動き出すまで待つ」 

○レシピ＃００３（高学年 理科） 

 「ＩＣＴ機器の活用から必然性のある話合いへ」 

○レシピ＃００４（中学校 国語科） 

「教室に響く声は…？」 

○レシピ＃００５（中学校 道徳科） 

 「一人一人に学びを成立させる教師の思い」  

○レシピ＃００６（中学校 国語科） 

「短歌の鑑賞を深めるコーディネート」 

○レシピ＃００７（小学校 算数科） 

「働かせたい「見方・考え方」を明確にした授業づくり」 

  「授業のワンシーン」コーナーで、子どもの発言

や教師の働きかけの様子をダイジェスト版で紹介し

ています。「ここがオススメ！」コーナーは、指導

のポイントや授業で大切にしたいことなどを確認で

きるようになっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 「分かる・できる」授業を通して、子どもたちを

元気にしていきましょう！ 

 その授業づくりの一助となること 

を願って、今後も掲載していきます。 

【県北授業レシピ】～授業に魔法のひとさじを～ 
 

見出し 

地域学校協働研修会（放課後子ども教室の部） 

 

見出し 

家庭教育推進県北ブロック会議 

 

見出し 



 


